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行
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に
係
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答
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料
金
関
係
の

条
例
を
改
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等
に
よ
り
、
収
益

（千万円）

水

皆さんの料金で

安全な水道水を

水道料金を

安全な水道水を

川島町の水道水

・県から購入する水（県水）

・井戸水

水道の場合

いただきます

ます

作ったり、施設

ご利用できます

の修繕など行い

出
来
る
限
り
早
期
に
実
施
す
る

設
の
更
新
や
災
害
対
策
を
進
め
、
将
来
に
亘
っ
て
安

必
要
不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
老
朽
化
施

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下水道

し
か
し
、
人
口

経
営
を
維
持
す
る

減
少
や
物
価
高
騰

が
減
少
し
、
健
全

こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。

赤字に転じる

R2企業会計開始

水道
下水道

サ
ー
ビ
ス
と
は
違
い
、
皆
さ
ん
の
「
料

金
収
入
」
に
よ
っ
て
事
業
が
運
営
さ
れ
、

こ
れ
は
「
独
立
採
算
制
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

し
い
状
況
の
中
で
、
安
全
・

厳
安
心
・
安
定
し
た
運
営
を
維
持
す

町
上
下
水
道
事
業
審
議
会
（
以
下
、

「
審
議
会
」) 

で
の
議
論
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
水
道
・
下

水
道
事
業
の
経
営
戦
略
を
見
直
し

ま
し
た
。

（
使
用
料
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

り
、
町
長
に
対
し
て
答
申
が
あ
り

ま
し
た
。

「
審
議
会
」
で
全
５
回
に
亘
り
、

議
論
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
と
お

使
用
料
」
の
水
準
に
つ
い
て

平
均
改
定
率
３
０
％
が
適
当

で
あ
る
。

料
金
体
系
に
つ
い
て

①
金
と
従
量
料
金
の
二
部
構
成
）

の
継
続
が
適
当
で
あ
る
。

受
益
者
負
担
の
原
則
に
沿
っ

て
、
基
本
水
量
制
（
１
０
㎥

/
月
）
の
廃
止
が
適
当
で
あ
る
。

現
在
の
料
金
体
系
（
基
本
料

②

水道
下水道

こ
と
が
望
ま
し
い
。

料
金
改
定
の
時
期
に
つ
い
て

R6
で
は
、
こ
の
「
審
議
会
」
の
答
申

内
容
を
受
け
、
水
道
料
金
及
び
下
水
道

使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

令
和
７
年
３
月
議
会
に
て
関
係
条
例
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。
水
道
と
下
水
道

と
い
う
必
要
不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
将
来
に
亘
っ
て
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町

（１）（2）

（3）

審議会
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190 × 4 × ２

新料金の適用時期について、令和7年９月30日

基本料金の見直し
基本料金は、メーターや配水管などいつでも水

メーター
口 径

基本料金（1ヶ月）

旧料金

（税抜）

影響額

１３㎜

２０㎜

２５㎜

３０㎜

４０㎜

７５㎜

１００㎜

５０㎜

円

従量料金

使用水量

従量料金１㎥につき（1ヶ月）

旧料金

1 ~10㎥

円基本料金に含まれていた、基本水量1ヶ月当り

21 ~ 30㎥

31 ~ 50㎥

51 ~ 100㎥

101㎥ 以上

９月 10月 11月 12月 1月８月

ご使用

新規で

基本使用料の見直し 用 途

基本使用料（1ヶ月）

旧料金
影響額

生活排水
そ の 他

従量使用料の見直し
従量使用料

使用量 旧料金

11 ~ 20㎥

21 ~ 30㎥

31 ~ 50㎥

51 ~ 100㎥

101 ~ 200㎥

201 ~ 500㎥
501㎥以上

基本使用料は、口径区分はなく、必要な経費と

（税抜）

従量料金の見直し 影響額

円

円

影響額
従量使用料１㎥につき（1ヶ月）

円

円円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円 円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

新料金

新料金

新料金

新料金

11･12月分

11 ~ 20㎥

円

1 ~ 10㎥ 円

メーター口径20㎜

（排除量）

基本使用料に含まれていた、基本水量1ヶ月当

して、使用量（排除量）に関係なく、負担してい
いただく料金です。

量をご負担していただきます。
り10㎥を撤廃しました。ご使用した分だけの水

新 料 金（9・10月分まで）

以前から使用している場合、料金改定後はじめて

引っ越し等により、令和７年10月1日以降に使
用開始した場合、初めての検針から新料金が適用

継続で

開 始 新 料 金 （10月分から）

（11・12月分から）旧 料 金①

②

②

①

道水をお客さまのもとへお届けするために必要な
経費として、使用水量に関係なく負担していただ
く料金です。

10㎥を撤廃しました。ご使用した分だけの水量
をご負担していただきます。

２ヶ月
48㎥

モデルケース
基本使用料 従量使用料 消費税水道料金 下水道使用料基本料金 従量料金 消費税

370 円

ヶ月

円 ヶ月㎥
１ヶ月当り半分の24㎥とする

１０％＝7,106 円
470 円

ヶ月

50 × 10 × ２
90 × 10 × ２
110 × 4 × ２円 ヶ月㎥

１０％＝5,082 円

70 × 10 × ２
140 × 10 × ２

＝ ＝

ご使用の場合
×2 円

円

㎥

㎥

ヶ月

ヶ月

×2 円 ヶ月㎥

円 ヶ月㎥

１ヶ月当り半分の24㎥とする

ら新料金を適用します。

※料金（水道料金・下水道使用料）

4人家族

での計算方法 を想定

の検針は現行料金を適用し、２回目以降の検針か

されます。


